

自分からやる
　
２０１３年がスタートしました。みんなは新年の目標は立てましたか？

今、ちょうど高校サッカー選手権大会が開催されています。みんな必死にがんばっていて、その真剣な一つ一つのプレーは見ている私たちを感動させます。残念ながら負けてしまったチームの選手の多くは涙を流しています。彼らはなぜあんなに一生懸命なのでしょうか？なぜ負けて涙を流すのでしょうか？

それはその試合にいたるまでの積み重ねがそこにあるからだと思います。ただ普通にやっている一試合ではないのです。３年間、「全国大会に出る」「日本一になる」という目標のもと努力を重ねてきた最後の集大成がこの選手権大会なのです。
今、みんなはサッカー部の部員として練習や試合にとりくんでいますね。サッカー部は二中の中では厳しいクラブ、練習もたくさんあるクラブだと思います。だからついつい「オフがもっとほしいなあ。」「また練習かあ。」と気持ちが受け身になりがちです。でもそうした気持ちで練習にとりくんでいて、ほかのチームに勝って結果を残せるでしょうか。または、最後の大会に負けたとき、心の底から悔しいと思うことができるでしょうか。

答えは「Ｎo」ですよね。

先生はみんなが吹田二中サッカー部を選んで入ってきてくれた以上は、みんなに勝つ喜びを味わわせてあげたいし、他のチームや他のクラブに入った場合よりも、みんなの技も心も体も成長させてあげたいと思っています。そのためには時にはきつく叱ることもやっていこうと思っています。でも「先生から怒られるからやる」という受け身の姿勢では本当の力をつけることはできないし、そもそもそんなのおもしろくない！
この２０１３年、みんなそれぞれが自分の目標を立てて、そこに向かって精一杯努力することを期待しています。目標にむかって本気でぶつかっていきましょう。練習しんどいなと思ったときも「よし、自分が成長できるチャンスだ」「うまくなれるチャンスだ」と前向きに発想を転換させましょう。一人一人が声を出せば、チーム全体としても声が出るでしょう。一人一人が変わっていけば、チームも変わっていくのです。みんなが目標を立ててその実現のために頑張るのなら、先生たちは精一杯サポートします。きっとみんなの保護者の方々も思いは一緒です。

主役はあなたたちですよ！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０１３年　１月４日　　　顧問　　大曲　柳田
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保護者の皆様へ
　　　あけましておめでとうございます。いつもサッカー部の活動にご理解、

ご協力をいただきありがとうございます。

　　　今年も子供たちのために精一杯頑張ります。我々の目の届いていない

ところや、不十分なところがあれば遠慮なくおっしゃってください。
　　　今年もよろしくお願いいたします。
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